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決算からみる　となみ
～決算特別委員会を振りかえる～
　令和 7 年 8 月定例会中に、決算特別委員会が開かれました。この特
別委員会は令和 6 年度予算に基づいて執行された事業を評価し、適切
に予算の使用が行われたかどうかをチェックするものです。今回の特
集では、本市の予算の執行状況やどのように市民生活に反映されてき
たのか、主要事業や市民の皆さんの声とともに振り返ります。

歳入　252億4,679万5,226円

歳出　234億5,883万1,421円

自主財源　40.7％ 依存財源　59.3％

市税　28.4％ 繰越金
6.6％

その他
5.7％ 地方交付税　26.1％ 国・県支出金　19.0％ 市債

5.5％
その他
8.7％

民生費　29.9％ 衛生費　14.9％ 公債費
11.5％

総務費
10.9％

土木費
10.8％

教育費
9.6％

その他
12.4％

事業効果の検証について
　　　　令和 9 年度から始まる第 3 次総合計画の中では、

大型投資事業も予定されている。厳しい財政運
営が続くことが見込まれ、事業実施においては、市民へ
の説明責任を果たす意味でも、適切な効果測定や検証が
行われてきたのか。

　　　　各団体からの要望や市民アンケート、また社会
情勢を勘案し各種計画をもとに優先順位を決め

実施することを心がけている。事業効果の検証について
は、総合計画では評価指標となる KPI（重要業績評価指標）
を設定し、毎年度その達成状況を検証評価するだけでは
なく、総合計画審議会・行政改革市民会議など市民目線
でのチェックを行っている。今後も必要に応じて、目標
値の再設定など改善に努める。

Q

A

　　　定住促進事業の効果は

　　　県外からの移住定住者は、昨年
と比べると減少したが、住宅取

得・家賃支援の実績は昨年を上回る。
令和７年度から循環型住宅等のオプシ
ョン加算を取り入れた砺波型サスティ
ナブル住宅支援をスタートした。

Q

A

　　　こども家庭センター
の取組は

　　　令和６年４月に開設し、
児童福祉と母子保健の

一体的な相談支援について、各
担当の強みを活かして役割分
担し、部局を超えて連携を図っ
ている。

Q

A

　　　プレミアム商品券の
経済波及効果は

　　　販売額は 3 億 6000 万円で、
利用率は 99.67％と非常に

高い状況になった。おつりが出ない
仕組みから、利用者が額面以上の
支出を行う傾向があり、利用額以上
の消費拡大につながった。

Q

A

水道管の更新について
　　　　砺波市水道ビジョンにある基幹管路の耐震化等

の更新計画では、管路耐震化の更新は 10 年で
20㎞程度の進捗計画となる。耐用年数を超える管路延長
が 140㎞程度とすれば、今後 70 年を費やさないと敷設
替えできない計算になるのではないか。

　　　　市水道ビジョンでは、国の更新基準を参考にし、
本市の水道施設の更新基準年数を定め、それに

基づき更新計画をたてており、現時点では計画に基づく
更新でよいと考える。ただし、社会情勢の変化など必要
に応じて計画はその都度見直すことも必要だと考える。
現在、耐震化を行っている基幹管路は、上流部にある口
径の大きい箇所から順次進めている。今後は管路も小さ
くなるので、進捗度合いも上がると思われる。

Q

A

令和6年度砺波市一般会計決算　

主な審議内容
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　令和６年度事業が執行されました。事業は、砺波市に住む皆さんの暮らしと密接な関係にあります。砺波市での
暮らしはどのように感じているのか、市民の皆さんの声を聞きました。

もうすぐ決算特別委員会が開かれます。
決算の審査は、次の予算につなげる大事なプロセスです。
たとえば若者からみて、どんな砺波市であったら良い
なと思われますか？
A さんの考えを聞いてみたいです。

お世話になっております。富山大学生の A です。
私なりの考えをいくつか列記します。

● 10 代から 20 代前半をターゲットに市の活性化の
アイデアを募集する。良いものにはいくらかの資金支
援を。たとえば、高校の総合的な学習で、市内の様々
な課題解決を試みる際に支援金を出すのはどうか。
●大学生協で使うことができる電子マネーが便利であ
る。現実は難しいかもしれないが、市内の店舗全てに
対応した電子マネーはどうか。ポイントなどの形で市
民へ還元するのはどうか。
●都市部に比べ、若者向けの娯楽施設が少ない。若者
とりわけ学生がいる活気溢れた町にはそうした施設に
お金をまわすことも効果的ではないか。

もう既に取り組まれていることであったり、その方面
については模索済みであったりするかもしれないため、
今一度ご確認の程よろしくお願い申し上げます。

こんばんは。
決算特別委員会が終わりました。こんな審議がありま
した。

　  ●10代から20代前半をターゲットに～
市担当課からの答弁で、「公共交通対策として、市営バ
スの乗降数を増やすべく、砺波高校の探求学習におい
て市営バスの課題に取り組んでもらっています」とい
うのがありました。
市はこれまでも市内中学校や高校へ行政出前講座に出
かけていますが、Ａさんのおっしゃる 20 代へのアプ
ローチは難しいところですね。

　  ●都市部に比べ、若者向けの～
直接いただいたご意見にはそわないのですが、若者の
就労先として市内の企業を知っていただくことも重要
と考えています。そこで決算特別委員会でとなみ産業
フェアについて質問しました。市担当課からは「リク
ルートをテーマに開催され、市内外の高校生に向けて
企業 PR の好機となった。中途採用数も増加につなが
った」と答弁がありました。

若い世代の働く場だけでなく、生き生きと活動できる
場の必要性も感じています。

また、今後の常任委員会や本会議の中でも提案できれ
ばと思っています。

議会選出監査委員の感想

　今年も 8 月定例会中に決算特別委員会が開かれ
ました。決算特別委員会では、その賛否によって
執行された施策が変わるものではありません。で
は、何のためにこの委員会が開かれるのか？とい
うことですが、大きくは二つあると思います。
　一つ目は議会が承認した予算が適正に執行され
たかどうか？ つまりは行政効果がしっかりとあっ
たのかの確認です。二つ目は、次年度の予算編成
に議会としての意見を述べることです。この二つ
の視点が大切なのは言うまでもありません。
　さて、今回は砺波市議会が改選されて初めての

「決算特別委員会」でした。新人議員にとっては昨
年度の予算については知り得ないことではありま
したが、良い質疑だったと感じました。全体を通
しても「決算特別委員会」として意義ある委員会
であったと考えています。これからも普段から議
会としてのチェック機能を果たしていくべきと感
じました。� 今藤久之議員

＼大学生の思いとは／

🅠 どんな砺波市であったらよいですか？ 🅠 砺波市の暮らしは
　 どうですか？

8月31日（日）

9月10日（水）

市民の暮らしに結びつく事業

「栴檀山は高齢者の福祉に強
い地域です。今、80歳代の
高齢者は、人生を楽しんで
います♪」
栴檀山地区� 島さん 80代

「砺波市の観光は【観る】
観光が多いですね。【体
験型】の観光も増えれ
ば、若者がより訪れて
くれるのではないでし
ょうか。」
東野尻地区
� 窪田さん 20代

「多世代交流施設北部苑は、
こどもたちもママ同士も楽
しく過ごせる施設です。近
所にあって便利です。」
砺波北部小学校区域の
� みなさん

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

Ａさん

Ａさん

Ａさん
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ひと・しごと・くらしをつなぐ
　　　　　　　活力ある商工業について

　　　　 　本市として、新たな工業団地を造成していく必要性を感
じます。次の場所やその規模について伺います。Q

　　　　 　新たな造成地については、委託先の（一財）日本立地センター
からの調査結果をもとに候補地を選定し、既存の工業団地に隣

接する庄川沿川や、工業用水を利用できる太田・般若・東般若の 3 箇所
に絞りました。しかし、いずれも農業振興地域内に位置しており、農振
除外や農地転用などの許可が必要なことから、相当ハードルが高いと考
えています。　
　ついては、農地における食料の安定供給や、農村の維持に必要な農地
の確保に考慮しながら、農商工のバランスにも十分配慮して新たな企業
誘致造成地を決定していきます。

A

　　　　 　同社の新規雇用者のうち、約 50 名は市内に居住されました。
また多くの派遣社員の方も、市内のアパート等に居住され、市

内の商業施設などを多く利用されていることで、地域経済の活性化に繋
がっているものと考えます。また、会社の通勤用のバスが日に 4 往復運
行されるなど交通事業者の需要も増加しています。その他にもチューリ
ップフェアや庄川観光祭といったイベントにご協賛いただき、本市のま
ちづくりへのご支援もいただいています。
　スマートインター第２団地の造成工事は、9 月末の完成に向けて鋭意取
り組んでいます。企業誘致に
はいくつか問合せがあります
が、本市ではスマート IC に
隣接する交通の利便性や浸水
リスクに備えた安全性などを
PR し、1 区画 4 ヘクタール
という特性を十分に発揮でき
る企業の誘致に努めます。

A

※ �8月定例会での代表・一般質問の録画映像を、
インターネット配信しています。議員氏名
の下の各ＱＲコードからも、質問の映像を
見ることができます。

議員が市のあらゆる施策について問いただし、
自由な意見を述べ、市の公式の見解を求める
機会です。代表質問は、会派を代表して質問
を行います。

　　　　 　 昨 年、スマートインター柳 瀬 工 業団地に ㈱KOKUSAI 
ELECTRIC 砺波事業所が新たに進出し、創業しました。施設

は地上 3 階建て、延床面積約 38,000㎡、従業員数 250 名規模の事業
所です。このような優良企業の進出が、砺波市にどのような効果をもたら
しているのか伺います。また、第 2 団地造成の進捗と企業誘致の状況に
ついて伺います。

Q

代表質問代表質問

砺波市議会

QRコードから、定例会の一般質問の録画映像を見ることができます。

検索

（株）KOKUSAI
ELECTRIC創業に
よる砺波市への
効果

川
かわ

辺
べ

 一
かずひこ

彦議員
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　　　　　 市立砺波総合病院において、患者が安心し
て利用できる Wi-Fi 環境の整備を求めます。Q

　　　　　 中学校統合の場合
のスクールバスの運

行方針について伺います。

Q 　　　　　 中学校再編時期における生徒一人ひとりへ
のフォローアップや教育環境の更なる向上

に、どのように配慮するのか伺います。

Q

　　　　　 スフィア基 準
※

は、人道的な避難
所運営を行う上で有効な指
標となり得るものであり、
参考とすることが重要と考
えますが、市の見解につい
て伺います。

Q

※スフィア基準…人道支援におい
て最低限満たすべき人道支援の質
と説明責任を定めた国際的なガイ
ドライン

　　　　　 現在、病室での Wi-Fi 利用は制限していま
す。しかし医療 DX や患者へのサービス向

上の観点から Wi-Fi 環境の整備は必要であると考えて
います。
　そこで今年度行う電子カルテ更新に合わせて、病室
だけでなく外来も含めた院内全体での Wi-Fi 環境の整
備を計画しています。
　その際には、安全対策を徹底し、患者が安心して療
養に専念できる環境を維持するための利用ルールを設
けます。

A

　　　　　 生徒の登下校時の
安全確保と負担軽減

の観点から、庄川を越える生徒
や通学距離が概ね 6 ㎞以内、
通学時間が概ね１時間以内の基
準を超える生徒には、スクール
バスの利用や公共交通機関の
利用補助など、地域の実情や例
外対応にも考慮した運行方針
を検討していきます。

A 　　　　　 対象小中学校の児童生徒間交流事業を計画
的に実施するほか、タブレット端末機能を活

用して対象校同士を繋ぎ、遠隔で一緒に授業を行うなど、
新設中学校で円滑な学校生活がスタートできるように、
統合前から児童生徒一人ひとりへのフォローアップと心
のケアに努めていきます。

A

　　　　　 同基準に照らすと本市は、トイレ・避難所で
の１人当たりの居住スペースともに確保できて

います。なお、次回の地域防災計画の改定に合わせ、数値
の見直しを行う予定をしています。当該基準を参考とする
ことは、避難所環境の改善の観点から非常に有効であるこ
とは十分認識しており、新たな国の指針やガイドラインに
基づき、避難所環境や備蓄品の整備について、引き続き計
画的に取り組みます。

A

質問の趣旨
小さなお子さんの急な入院時に
感じた不便を保護者から聞きま
した。患者が安心して療養や通
院ができる環境づくりと、サー
ビスの向上を図るために、病室・
外来を含めた Wi-Fi 環境の必要
性を感じ整備を求めました。

質問の趣旨
小学生の時に統合を経験したため、児童生徒の不安や戸
惑いに適切に対応する必要性を感じ、現行の小学校のスク
ールバス基準（通学距離が 4㎞超）とともに質問しました。

質問の趣旨
防災対策においては、事前の備えが極めて重要であり、避難
所の環境についても国際基準に則って整備することが求めら
れており質問しました。

患者サービス向上のための Wi-Fi 環境整備について

中学校再編に伴う児童・生徒への配慮について

避難所生活における最低限の生活基準の確保について

林
はやし

 教
のり

子
こ

議員

神
こうしま

島 利
としあき

明議員

8月定例会8月定例会    一般質問一般質問

仁
に き

木 良
りょう

市
いち

議員

療養環境を
支える
院内Wi-Fiの
整備を

こどもの未来に

夢と希望を

自然災害の

頻発に備える

防災対策
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　　　　　 県や関係機関
の 連 携 の も と、

転落事故防止に向けた意識
啓発・安全対策が推進され
ていますが、依然として発
生件数が多い状況です。安
全対策について伺います。

Q 　　　　　 本市における農業用水路への転落死亡事故は、
過去 10 年間で 10 件発生し、全て 65 歳以上の

高齢者です。　再発防止のため、県と連携のもと、警察署・
関係土地改良区や地域住民の皆さんとのワークショップ開
催などのソフト面、転落防止柵設置などのハード面の両面
から対策を講じています。しかし、全ての水路をハード面で
対策することは難しいため、各地区でのワークショップ等で
危険性が高いと判断された箇所を優先順位をつけながら、
施設管理者によって転落防止柵を設置するなど、安全対策
の推進に努めます。

A
農業用水路への転落事故防止について

原
はら

野
の

 誠
まこと

議員

　　　　　 増えてきた
外来植物への

対応策はどのようなも
のですか？

Q

　　　　　 学校に
おける熱

中症予防について、
教職員への啓発・
対応研修を実施す
るよう、また児童
生徒が自ら熱中症
の 危 険 を 予 測し、
安全確保の行動が
取れるよう、その
指導について伺い
ます。

Q

　　　　　 「特定外来生物」は法により、飼養、栽培、保管、
運搬等が禁止されて、駆除を積極的に進めています。

本市でも市ホームページやチラシの配布などにおいて「オオ
キンケイギク」の駆除について協力を呼びかけました。また「生
態系被害防止外来種」に指定されている「セイタカアワダチ
ソウ」の自生も確認されており、駆除への協力を市民へ呼び
かけています。生態系をおびやかす外来植物は積極的に駆除
すべきということで、除草作業が本格化する前の春先に広報
となみや市ホームページ等から駆除への協力について、呼び
かけを強化していきます。

A

　　　　　 教職員への啓発・研修については、６月頃から熱
中症に関する対応や対策について共通理解を図っ

ています。また、日々の暑さ指数を職員室や保健室などに掲
示し、いつでも確認できるよう情報共有を図り、教職員には
児童生徒が安全に安心して学習できる環境づくりを行うよう
指導しています。一方、児童生徒への指導については、体育
や休み時間など安全に過ごすことができるよう、学年に応じ
て熱中症の危険等に関する学習時間を設けています。また、
学校によっては児童生徒自身が校内放送で呼びかけるなど、
各自が熱中症の危険を予測できるよう対応しています。

A

質問の趣旨
質問でも触れたマルバルコウは、帰化アサガオです。これらも
外国から侵入した帰化雑草。近年猛烈なスピードで地域や圃場
に広がっていることを以前から危惧しており、皆さんにも知っ
ていただきたく質問しました。

質問の趣旨
私たちの暮らしのそばに大小多くの農業用水路があり、身近
な危険に気づきにくく、市民が自転車乗車中・歩行中・農作
業中などに誤って用水路に転落し事故に繋がる事例が多い。
転落事故撲滅を図るべく、安全対策について質問しました。

質問の趣旨
熱中症事故や健康被害を防ぐため、適切な対応について共通理
解を図り、その発生に備えることが必要だと考えます。

美しい砺波の風景をいつまでも

学校における熱中症対策について

原
はら

田
だ

 定
さだのり

範議員

境
さかい

 佐
さ よ こ

余子議員

一般質問一般質問    8月定例会8月定例会QRコードから、定例会の一般質問の録画映像を見ることができます。

▲セイタカ
　アワダチソウ

マルバルコウ

▲

転落防止柵が設置

転落死亡事故を
絶対に出さない
 ために

生態系の

バランスを

守るために

子どもたちの
安全を確保
する
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　　　　　 JR 城端線の
一部の駅では

エレベーターやスロープ
が未整備です。
　地元住民にとっても観
光客にとっても利便性の
ある公共交通機関となる
よう、油田駅・東野尻駅
の階段横にスロープを取
り付けることを、JR 西
日本へ要望願います。

Q 　　　　　 市内の JR 城端線の 3 駅のうち、砺波駅以外の
油田駅、東野尻駅は、スロープが設置されておらず、

ベビーカーや車いすなどの利用がしづらい状況にあることは
承知しています。油田駅、東野尻駅で車いすなどを利用され
る場合は、事前にＪＲ西日本に連絡していただくことで介助
が受けられ、乗り降りすることができる体制となっています。
　今後、城端線・氷見線の再構築事業が進捗していくことを
見据え、油田駅、東野尻駅の利用状況等を踏まえ、引き続き
JR 西日本に対して働きかけていきます。

A

質問の趣旨
車いす利用者や高齢者・ベビーカー利用者が安全に乗り降りで
きるよう、駅の整備をしていただきたく質問しました。

油田駅・東野尻駅にスロープを取り付けることについて

　　　　　 市内には GＸ
※
に積極的に取組む企業があり、

その企業を「GX 推進モデル企業」として認定・
表彰し、市民に広く周知することで、GX 推進を加速す
ることについて伺います。
　また、官民連携を基盤に、公民館・小中学校・高齢者
学級などの教育インフラを活用した啓発活動を強化する
ことについて伺います。

Q

　　　　　 認定・表彰制度の創設については企業のモ
チベーション向上につながる有効な提案だと

考えており、今後調査研究を進めます。
　また、事業者と連携し、公民館や小中学校のイベント
などで、お子さんからご年配の方まで、ライフステージ
に応じたＧＸやカーボンニュートラルについて啓発、推
進に努めます。

A

※カーボンニュートラル…温室効
果ガスの排出量と吸収量をプラス
マイナスゼロにすること
※ＧＸ…グリーントランスフォー
メーションの略。温室効果ガスを
減らし、環境にやさしい社会や経
済に変えていくこと

質問の趣旨
カーボンニュートラル実現に
は、市民や事業者の理解と行
動が不可欠です。そこで、本
市でも意識と行動を促す啓発
活動が重要だと考えます。国
の GX 施策による交付金等の
獲得機会を最大限に活かすた
め、官民連携による戦略的な
啓発活動の強化が必要だと思
い質問しました。

カーボンニュートラル
※

推進の強化

　　　　　 県道 40 号線沿いの道
路に設置されている地

蔵様の一部は雨ざらしとなってお
り風化が激しく一部が崩落してい
るものが散見されていますが、本
市における対応について伺います。

Q 　　　　　 登録ふるさと文化財にＱＲコードを設置
することで、子どもたちや地域住民に大事

な文化財の意義について理解してもらうとともに、
保存への意識を高めることについて伺います。

Q

　　　　　 市内の多くの石仏や記
念碑などは、個人や地

域の方が所有・管理しているもの
であり、市による劣化等への対応
はできません。所有者等から相談
がありましたら、専門家につなぐ
など、個別に対応していきます。

A

　　　　　 ＱＲコードの活用は、現地で文化財の特
徴や背景を分かりやすく伝える有効な手段

であり、学習や保存意識の向上にもつながるもので
す。今後は、所有者や管理者と連携し、その導入も
含め、情報発信方法等について検討します。

A

質問の趣旨
砺波市文化財保存活用地域計画が策定されました。今
後本市登録の貴重な文化財をどのように保存していく
のかについて伺いました。

本市における文化財保存活用計画について

8月定例会8月定例会    一般質問一般質問

小
こ

西
にし

 十
と よ

四一
かず

議員

向
むか

井
い

 幹
みき

雄
お

議員

嶋
しま

田
だ

 充
みつる

議員

油田駅・東野尻駅に

スロープを取り

付けてほしい！

地
元
の
文
化
財
を

後
世
に
つ
な
げ

よ
う
！

みんなで育てる、

カーボンニュートラルな

まち・となみ
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　　　　 　今夏は猛暑及び記録的な少雨
という現象が起き、ため池を利

用している中山間地域の渇水被害が深刻と
なりました。本市は県内でもいち早く、民
間事業者の給水車による水の運搬、農林水
産省及び国土交通省の災害用ポンプ車等
を活用した送水を行いました。結果として
農家や農業者の方々にとって喜ばれるもの
でした。
　全国的な気候変動が激しい中、今回の渇
水が特殊な出来事ではなく、今後も同じよ
うな現象が起こると想定して、今回の対応
を踏まえた将来の計画を立てることについ
て伺います。

Q 　　　　　 今回の対応経過を振り返り、課
題を整理しながら、資機材手配な

どの対応手順や協力・連絡体制の確立及び
必要な補助制度など、耕作継続に向けた仕
組みづくりを検討していきます。　　　

A

質問の趣旨
　「農地」という
地域資源を守る
ため、危機に対
する適切な対応
を未来につなげ
ていきたいと思
い提案しました。

中山間地域の農地保全について

日 月 火 水 木 金 土
1
10：00 本会議

2 3 4 5 6

7 8
10：00 本会議

9
10：00 本会議

10
10：00 文教民生
病院常任委員会

11
10：00 総務産業
建設常任委員会

12

�

13

14 15
14：00 本会議

16 17 18 19 20

傍聴手順
❶�当日、砺波市役
所本庁３階の議
場前にお越しく
ださい。
❷�議場出入口付
近にある受付票
に、住所・氏名
等をご記入くだ
さい。
❸�傍聴席へご入場
ください。（傍
聴は出入り自由
です。）

令和7年12月定例会カレンダー（予定）

　　　　　 米価格の暴騰で農政
の見直しが議論されて

います。生産者が安定した経営
を営め、消費者も安心して購入
できるよう、米の価格に国が責任
を持って係わることが必要です。
規模の大小を問わない、生産者
への価格保障と所得補償を国に
求めることについて伺います。

Q 　　　　　 中山間地での農業は、市にとって大切な、
お金で買えない多面的な役割を果たしてい

ます。渇水や豪雨の被災があっても頑張っておられ
る営農の支援が必要です。機械利用組合が有利な融
資や補助の対象となるように、また砺波市農地・農
業用施設小規模災害復旧支援金の上限額を引き上げ
ることについて伺います。

Q

　　　　　  価格保障と所得補
償は、国の動向を見守

り、農家所得の向上を求めてい
きます。

A

　　　　　 「地域まるっと中間
管理方式」について調

査・検討をしており、機械導入
の支援に努めます。支援金につ
いては、一定の負担は事業の公
平性からも必要と考えます。

A 質問の趣旨
　将来にわたっ
て農業が続いて
いくことを願い
質問しました。

求む！ 規模の大小問わず、中山間地でも続けられる農業支援

境
さかい

 欣
きん

吾
ご

議員

米
よねやま

山 勝
まさ

規
き

議員

一般質問一般質問    8月定例会8月定例会QRコードから、定例会の一般質問の録画映像を見ることができます。

農
業
は
国
の

基
幹
産
業

価
格
保
障
と
所
得

補
償
の
要
望
を

地域資源を

守りたい！
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委員会報告委員会報告
主な審議結果主な審議結果 文教民生病院常任委員会 9月3日

議案第45号　令和７年度砺波市一般会計補正予算（第３号）

老人福祉施設整備費　「認知症高齢者グループホーム等防災改修等
支援事業補助金」　15,460千円

議案第45号　令和７年度砺波市一般会計補正予算（第３号）

空き家対策事業費「空き家再生等推進事業補助金」　1,000千円

提案理由
　国からの内示を受けた、認知症高齢者グループホーム２施設に対するもので、１施設は施設の老朽化
に伴う大規模修繕、１施設は消雪装置の整備及び中庭への避難経路の段差解消を実施する。

提案理由
　空き家を活用し、地域活性化や地域の関係人口の増加を目的とし
た事業に取り組む事業者に対し、空き家の改修等に係る経費を補助
する。

審議内容は？
　定員 29 人以下の小規模な施設で大規模改修が必要となる場合、国へ
の申請が認められると、交付金が受けられること。
　また市内全てのグループホームで自然災害発生時の業務継続計画

（BCP）が策定されており、様々な訓練や研修が実施されていることな
ど事業の詳細を質疑した。

審議内容は？
　今回の補助は、地域の方々が気軽に立ち寄れる「空き家相談所」
の開設や創作アトリエで親子の創作プログラム、地域の方々と連携
する計画があるなど、地域の活性化及び居住環境の整備に資する内
容であることを確認した。

プラスチックごみの処理現場を視察プラスチックごみの処理現場を視察9
18

　富山市の㈱富山環境整備を視察しまし
た。資源の循環を目指す同社は、プラスチ
ックごみを年間 12 万トン引き取り、再商
品化しています。
　また、廃棄物焼却発電システムを備え、
その電力で年間を通じビニルハウスでのア
グリ事業にも取り組んでいます。砺波広域圏では昨年 4 月からプラスチックの一括
回収を行っておりますが、同社の方からは「資源の少ない日本において、もっとプ
ラスチックの回収を進めてほしい」との声もありました。

空き家内の様子

詳しくは
こちら▶

原案
可決

原案
可決
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委員会報告委員会報告
主な審議結果主な審議結果総務産業建設常任委員会 9月4日

議案第45号　令和７年度砺波市一般会計補正予算（第3号）

防災対策費　「防災井戸整備モデル工事費」　9,592千円

議案第45号令和７年度砺波市一般会計補正予算（第3号）

かんがい排水事業補助費　
「諏訪堂水路水門改修工事費」　19,000千円

提案理由
　大規模災害時においては、すぐには給水ができないと想定される。3 日
分程度の生活用水である 1 人当たり数十リットルの確保が必要であるため、
避難所に指定されている出町小学校と砺波東部小学校の既存井戸に新たに
給水詮を設置する。

提案理由
　設置から 60 年以上たっており、水門を昇降操作した場合に、破損
する恐れがあり足場が悪く危険が伴う場所となっているため改修する
ものである。これにより豪雨の際、下流域である中田口用水路から和
田川へ流れると推定される量がほぼ全量カットされ、下流域における
溢水は抑制される。

審議内容は？
　各地区の主要避難所での生活用水の確保は必要であり、組立て式の給水
タンクの整備や、民間の井戸整備、既存の井戸を活用する災害時協力井戸
制度などの手法や維持管理のルールづくりを検討するよう求めた。

審議内容は？
　迅速な排水対策を行うには、高岡市、射水市を含めた庄川右岸全体での連携した水門操作が必要となる。
整備完了後には集中管理が必要であり、今後、関係市及び土地改良区と協議していくとのこと。

中山間地域の渇水状況を現地視察中山間地域の渇水状況を現地視察7
31

農業委員会との意見交換会農業委員会との意見交換会8
5

　７月の異常渇水により水田の地割れ状況や稲の枯れあがり状況について、現地で
耕作者に状況を伺いました。北陸農政局や国土交通省からのポンプ車による給水状
況や民間の散水車の借り上げによる給水の現場について視察を行いました。

　「砺波市農業について」をテーマ
に、各地区における農業経営の状況
や農業継続に向けた課題を意見交換
しました。

防災井戸イメージ

諏訪堂水路水門

詳しくは
こちら▶

詳しくは
こちら▶

原案
可決

原案
可決
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議案等に対する議員の賛成・反対一覧です。
詳しい議案内容は
こちら▶賛否公開

番号 議案等の名称 審議結果

米
山
勝
規

嶋
田
　
充

原
野
　
誠

仁
木
良
市

原
田
定
範

境
佐
余
子

林
　
教
子

向
井
幹
雄

神
島
利
明

小
西
十
四
一

境
　
欣
吾

山
本
篤
史

有
若
　
隆

川
辺
一
彦

島
崎
清
孝

今
藤
久
之

【市長提出議案等】� ○ ･･･ 賛成　　● ･･･ 反対　欠 ･･･ 欠席　　議 ･･･ 議長（議長は採決に加わりません。） 

議案第45号 令和 7年度砺波市一般会計補正予算（第 3号）歳入歳出それぞれ 2億 2,479 万 2千円を追加するもの 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第46号
令和 7年度砺波市霊苑事業特別会計補正予算（第１号）
青山霊苑に係る災害復旧事業債の繰り上げ償還をおこなう
もの

原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第47号
令和 7年度砺波市下水道事業会計補正予算（第１号）
農業集落排水施設に係る災害復旧工事費増額及び新被害箇
所の管渠敷設替工事費

原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第48号 砺波市議会議員及び砺波市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第49号 砺波市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第50号
砺波市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
小学校就学前の方を養育する市職員の部分休業制度を拡充
するもの

原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第51号 砺波市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第52号
砺波市夢の平リフト条例の一部改正について
持続的な運営のため、夢の平リフト条例の一部を改正し利
用料金の上限を引き上げるもの

原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第53号 令和 6年度砺波市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第54号 令和 6年度砺波市工業用水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第55号 令和 6年度砺波市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第56号
財産の取得について（中型バス）
現在使用しているスクールバスが老朽化していることから
新たにバスを購入するもの

原案可決 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

認定第1号 令和 6年度砺波市一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

認定第2号 令和 6年度砺波市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
認定について 認定 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

認定第3号 令和 6年度砺波市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決
算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

認定第4号 令和 6年度砺波市霊苑事業特別会計歳入歳出決算認定につ
いて 認定 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

認定第5号 令和 6年度砺波市工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算
認定について 認定 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

認定第6号 令和 6年度砺波市水道事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

認定第7号 令和 6年度砺波市工業用水道事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○
認定第8号 令和 6年度砺波市下水道事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

認定第9号 令和 6年度砺波市病院事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第57号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（伊東　幸惠氏） 適任 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第58号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（岡部　淳子氏） 適任 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

議案第59号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（平田　淳氏） 適任 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○

令和７年8月定例会
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　 本 年 も 南 砺
市議会との合同
で研修会を開催
し、砺波市内３
か所を現地視察
しました。最初
に、スマートインター柳瀬工業団地（第２団地）を訪れ、
商工観光課から現地の概要説明を受けた後、第１団地に
立地されている㈱ KOKUSAI  ELECTRIC において、
同企業の設備・稼働状況等を、その後となみ野農業協同
組合 稲種センターにおいて、砺波市の種もみ生産を支
える水稲種子選別設備を視察しました。

　市内 21 地区の自治振興会会長と市議会議員が一堂
に会し、意見交換会を開催しました。
　今回は、市内の空き家戸数が 598 戸と増加傾向にあ
る現状を踏まえ、空き家・空き地対策や移住定住施策
を中心に情報共有と各地域の現状を伺いました。
　市空き家情報バンク制度、移住促進のための住宅支援
制度の活用事例などを共有し、各地区からは地域間格差
の是正や地域ごとの異なる課題解決の必要性など、具体
的な声が寄せられました。議会としても、こうした地域
の声を受け止め、10 月から始まる議会報告会で議論を
深めるなど、次年度の政策提案に活かしていきます。

　9 月 1 日定例会初日に、
議場でシェイクアウト
訓練を行いました。9 月
28 日には、市の防災デー・
総合訓練を視察し、併せ
て議員の安否確認をスマ
ホやタブレットなどを活用して行いました。

南砺市議会との議員研修会 砺波市地区自治振興協議会との
意見交換会

防災訓練

第 5回議会報告会開催時の模様

幅広い議会活動の一端を紹介します議会トピックス議会トピックス

第 6 回議会報告会を開催します
（10月17日〜11月21日）

　10 月 17 日の林地区自治振興会を皮切りに、全
21 地区において議会報告会〜議会と語ろう明日のと
なみ〜を開催します。第 6 回は「移住定住と空き家
対策の促進」をテーマに市民の皆さんと意見交換を行
います。ぜひお近くに伺います際には足をお運びくだ
さい。
　　　　　　詳しい日程はこちらから
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議場でのシェイクアウト訓練


